
令和８年度（２０２６年度）　わくわくが次々に生まれる南小国町立中原小学校　学校だより 

地域とともに歩む、「夢」いっぱい！の学校「自信」いっぱい！の学校 

　みんなわくわく！　学校わくわく！　ふるさとわくわく! 

「 わくわく！ 」第6号 

 
　　　　令和８年６月１０日(水)発行　　（中原小学校ホームページＱＲコードです。学校生活のブログ等をご覧いただけます。）

　戦後８１年となり亡くなられる被爆者の方が増えて
います。今こそ平和のバトンを受け継ぐときです。　
　子供たちには、長崎現地学習をとおして、肌で感じ
取った戦争の悲惨さと平和の尊さをかみしめ、平和の
使者となって平和を守っていってほしいと願っていま

　５月２４・２５日に、６年生は町内３小学校連合 す。 
で、長崎方面へ修学旅行に行ってきました。  
　１日目は、平和学習で、被爆者の方の講話やフィ  
ールドワークを行いました。  
　２日目は、ハウステンボスで、いろいろな種類の  
アトラクションを班別自由行動で楽しみました。  
 　今から約４０００
 年前、押戸石の丘の
 巨石に「シュメール
 文字」が刻まれまし
 た。 
 　その中の、「ナー
 ガ」（蛇神）と「バ
 ール」（聖牛）の名
 残が、地名「中原」
 （なかばる）になっ
 たと言われているこ
 とから、「ナーガち
　語り部さんからの講話では、 ゃん」（蛇のマスコ
　平和とは・・・ ット）と「バールく
　何でもないあたりまえの平凡な日々の連続である ん」（牛のマスコット）　ナーガちゃん　バールくん 
　やさしさとは・・・ を子どもたちに考えてもらいました。 
　人の痛みがわかる心を持つことである 　５・６年生は、修学旅行をはじめたくさんの行事が
  花いっぱい、笑顔いっぱい、歌いっぱい 続いていたため、３・４年生が考えてくれました。 
　の学校をつくることが平和への第一歩である 　のべ２２作品が寄せられましたので、すべての作品
  といった言葉が心に残りました。 の「いいとこどり」をＡＩにお願いして、一つのキャ
　その中で、 ラクターに完成させてもらいました。 
　平和を学ぶとは、命の大切さを学ぶことである！ 　このようにしてめでたく誕生したのが「ナーガちゃ
　たった一つの命だから・・・・・・・・ ん」と「バールくん」です。 
  この「・・・・・・・」に入る言葉を、午後からのフィー  
ルドワークで、心のメガネで何かを感じ取って考えて 　二人は双子の姉弟で、性別はナーガちゃんが女の子、バ
ほしいという話がありました。 ールくんが男の子ということ、誕生日は２０２６年６月２日
　そこで、学校へ帰ってから、中原小学校６年生の子 ということだけ判明しています。 
供たちに考えたことを聞きました。子供たちが考えた 　今後、役職とともに、身長や体重、趣味、得意技などを
「・・・・・・・・」に入る言葉は次のとおりです。 子どもたちに考えてもらいたいと思っています。 
 　「ナーガちゃん」と「バールくん」は、日本一にも輝いた
　たった一つの命だから・・・・・ ことがある、熊本が誇るゆるキャラ「くまモン」と同様に、誕
 生日は確定していますので１年に１歳ずつ年齢を重ねていく
★　身の回りのこと一つ一つに感謝して、 ことになりますが、身長や体重などはわかりません。ただ
　　　　　　　　 精いっぱい生きたい！　 （Ａさん） し、ずっと変わりません。 
　 　ちなみに、くまモンは、誕生日が２０１０年３月１２日（九
★　責任を持って尽きるまで楽しもう！　　（Ｕさん） 州新幹線開業の日）なので現在１６歳です。身長は２００
　 ㎝、体重が１００㎏と推定されていますが実際は不明です。 
★　一日一日に感謝して生きていく！　　　（Ｋさん） 　熊本県の営業部長兼しあわせ部長である「くまモン」に
　 負けないよう、ナーガちゃんとバールくんにも、中原小学校
★　ずっと笑って生きていたい！　　　　　（Ｔさん） の応援キャラクターとして、今後大活躍をしてくれることを
　 期待しています。 
★　今あることに向き合い、 　中原小学校では、第１ステージ終わりに、「大誕生祭」
　　　　　いろんなことに挑戦したい！　　（Ｙさん） を開催する予定です。なんだかワクワクしてきました！

＜めざす家庭・地域像＞ 
 笑顔と元気がいっぱいの家庭・地域！ 安心して生活できる家庭・地域！ 子どもの夢実現を支える家庭・地域！


